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～ ９月以降の歩行者事故防止 ～





９月以降、人対車両事故が急増します！





９月、10月は、前月に比べ、日没時刻が40分以上も早まり、一年のうちで最も日没時刻の変化が大きい時期です。


よって例年９月以降、日没前後の対歩行者事故が急増します。





県内１時間当たり歩行者死傷者数の比較（H28-R2年の9-12月,過去5年累計）





　９月～12月の日没１時間後の歩行者死傷者数（260人）は、昼間（66.6人）の約４倍に急増します。





釣瓶（つるべ）井戸





◆運転者の方へ


○　ことわざ「秋の日は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(つるべ),釣瓶)�落とし」のとおり、秋の太陽は、井戸の釣瓶が落ちるように早く沈み、日暮れが早いことが昔から知られています。


○　歩行者保護を意識した運転をしましょう。


○　ライトの早め点灯、ハイビームの積極的な活用で、歩行者等の早期発見に努めましょう。


◆歩行者・自転車利用者の方へ


○　薄暮時から夜間に外出するときは、視認性の高い明るい色の服を着用し、必ず反射材を着用しましょう。


○　道路を横断する際は、手を挙げるなど意思表示をし、安全確認を確実に実施してから横断しましょう。









